
祇
光
源
樺
に
は
前
良
に
記
載
し
た
通
-
､
輝
石
安
山
岩

が
第
三
紀
層
は
直
接
し
､
明
に
之
を
被
覆
せ
る
懸
崖
が

あ
っ
て
.

一
概
に
粗
而
岩
よ
～1
79
後
の
噴
出
と
簡
単
は

断
定
用
凍
氾
却
資
も
あ
る
か
ら
､
此
問
題
は
椅
多
少
の

疑
敷
布
L
t
今
後
新
革
質
の
敬
兄
と
研
究
の
進
歩
は
伐

つ
べ
き
で
あ
る
｡
(石
川
)

地
質
断
面
園
の
幾
何
学
的
作
国
法

(
〟
)

エ
ッ
チ
｡
ヂ

1
㌦
ハ
ス
ク
薯

近

藤

堅

二

謬

本
約
は

H
.
G
･
B
u
sk

代
の
潜
に
係
る

E
a
r
th
F
le
x
u
r
e
s
の

節
三
彩

T
h
e
g
e
o
m
e
tr
ic
a
t
c
c
n
s
tr
u
c
tio
n

o
f
e
a
r
th
fle
x
･

u
r
e
s
in

g
eologi
Cal
section
(地
新
陳
師
樹
作
成

に
於

け
る

地

椀
州

の
鵜

何

鍵
的構
成

法
)
の研
離
で
あ
る
が
'
常

々
'
地
黙
刑
査

殊
に
油
机
訓
衣
に
従
都
す
る
老
呼

に
封
し
て
は
頗
る
布
お
な
る
-代
車

と
信
じ
た
る
故
'
筏
拙
非
オ
を
も
即
み
ず
公
榊
し
て
同
鞘

の
士
の
参

考
に
光
す
る

こ
と
に
し
た
O

地

殻

の
摺

曲

は

.

据

L
LtJ
岩
石
が
弧
靭

性

(
C
om
･

p
eten
cy
)
あ
れ
ば
'
平
行
和
衷

(P
a
ral
iet
fotd
)で
あ

る
｡
光
も
.
極
度
に
非
判
綱
的
な
摺
曲
層
群
に
於
で
は

中
間
の
肢

(
買
d
d
le

Li
mb
)

が
縮
少
せ
る
誹
形
と
見

地
兜
断
耐
闘
の
茂
何
餅
的
作
問
沈

倣
す
べ
き
も
の
79
屡
々
布
衣
す
る
｡
地
層
の
弧
敬
性
が

誰
ら
る

虞ゝ
で
は
.
地
質
岡
上
の
It園
示
は
､
摺
曲
暦
の
摺

壁
(F
otd
)が
地
下

一
定
泥
庇
に
於
で
結
局
消
滅
す
る
ま

で
､
地
表
よ
-
の
克
明
夜
昼
の
相
馬
に
充
分
で
あ
る
｡

然
し
'
非
弧
執
性

(In
c
on,iP
ete
TIC
y)
の
地
層
の
場
(=

は
'
地
表
面
の
驚
櫨
材
料
(E
v
i
dence)
ほ
て
は
未
知
を

泥
皮
に
櫨
る
要
素
(
F
act
or
)
を
珊
す
｡

強
靭
性
摺
曲
の
固
示

ほ
準
接
す
べ
き
幾
何
撃
的
構
成
法

は
賓
川
上
'
相
常
著

い
効
果
を
輩

げ
試
錐
に
地
質
断
而

閲
を
婁
す
る
際
必
ず
桃
川
す
べ
q
u
は
袷
を
侠
た
な

い
｡

三

五

f



鳩

球

第
十
四
怨

潔
構
成
法
は
切
穐
弧
群
(
Tang
e
n
tia
l
A
rcs
)
相
互
間
の

翼
何
撃
的
閥
係
は
悪
-
､

叉以
下
逃
散
す
る

明
白
在
る

設
題

(
P
ro
po
sition
)
に
基
礎
む
置

い
て
居
る
｡

設
題

1.
州
切
す

る
二
閲
の
中
心
は
､
切
鮎
を
通
-
且

切
断
を
迫
る
共
通
切
鮫
と
匿
交
す
か

一
匿
線

上
に
あ
ら
｡

夫

々
ノ
叫

心
ヲ
oL
及
び
ト

ス
ル
ニ
捌

か
A
jL於
テ
切
ス

ル
ト

セ
ヨ
-

(
F-gt
及
響

A

-
各
申
心
ヲ
警

g

･
讐

柑
O

二
側

ノ
蓋

刊
線
AB晶
ク

ト
0
1A
B
=
卜
0
.3A
B
-
z
R

故

11
α
､
A
､
ぴ

'

ノ
三
鮒

ハ

何

丁
批
紙
上

tl
ア
少
｡

第
二
鶴

這

l

五
二

班
を
置

い
て
屠
る
｡
即
.
如
何
在
る
曲
線
も
.
相
切
す

る
圃
弧
群

(T
a
n
g
en
tia
t
C
iTCu
]a
r
A
r
cs
)
の
逓
蕗
を

以
て
表
現

し
程
る
事
で
あ
る
｡
地
質
尊
上

で
は
'
地
質

断
面
図
を
模
造
す
る
基
準
た
る
曲
線
の
複
離
程
度
は
蒐

基
し
､
記
放
し
科
た

d
ip
の
数
の
多
少
に
依
-
限
定
r
u

れ
る
｡

蓋
し
p
或
る
平
行
褐
曲
暦
中
の
或

h
oriz
o

n

の
曲
線

上
の

一
瓢
に
於
る
切
線
は
､
そ
の
鮎
に
立
て

た
る
車
線

と
地
表
の
交
鮎
は
放
る

d
ip

の
方
向
は
平
行
で
あ
る

(柑

)
.

-

､
隣
接
せ
る
二
期
は
於
る
d
ip
の
地潤
み
を

準
疲
す
べ
qJ構
成
法
は
叉
ー
次
の
姉
聾
に
も
基
本
膜

知
か
'
之
は
依
て
決
定
す

る
平
行
摺
曲
の

一
部
分
を

作
間
す
る
方
法
を
紹
介
し

よ

う
ノ

0

設
題

2.
同

l.
方
法
に
隣

接
せ
る
二
鮎
の
地
表
は

放
る
d
ip
の
蔑
み
を
知

-
O
二
鮎
間
に
挟
ま
れ

た
る
地
轡
.ほ
依
-
切
取



ら
る
J
曲
線
む
描
F
u且
っ
地
屠
蘇
川
部
の
僅
講
を
求

I,
･I
(
E?
r
J

A
晶

霜

靴

ノ
警

-

シ
,
B
萎

恵

ノ
モ

ス
｡
(柑
)

Fig4

_P一

匹 遡

CaseI.

A
t
B
t
二
粘

二
於

ル
人

々
ノ
地
厨

ノ
傾
斜
廿
向

fL
紙
朔
FT

夫
々

oA
t
oB
品

キ

耐

蒋

ノ
突

如

0

品

｡

｡
ヲ
小
心
ト

シ
t
oA

ヲ
中
和

-
シ
晶

聖
フ抑
ク
｡

｡
ヲ
小
心
-

シ
､
響

フ
牛
印
ト

シ
テ
品

晶

ク
｡

･･
･
･･･
･=

･･
ン
.
,
･
t
･i
･.

i:,i
L(
:7
'..;;:..:.-i:
.:
..
.;･]
';
..iI:
.i.[
,
,7
..･';

柑
シ

品

及
禦

絹
地

脚
長
リ
準

フ
ル
､
-;

紙

ナ
リ
O

従
で
､
相
隣
接
せ
る
二
鮎
A
､
Pj間
を
古
む
る
地
樹
に

敦
h
こ
不

ru
る
ゝ
曲
線
は
､
其
の
共
通
の
中
心
を
0
と
す

る
同
心

弧
群
(
C
o
n
ce
n
tri
c
A
rcs
)
に
依
-
決
定
r
uる

而
し
て
0
鮎
は
典

へ
ら
れ
た

る
二
つ
の
傾
斜
方
向
に

衝
角
に
.
夫
々
の
地
鮎
に
於
で
立
て
た
る
垂
線
の
食
酢

で
あ
る
｡

霜
に
任
意
す
べ

き
は
､
若
し
A
t
B
､
二
瓢
間
の
距

離
が
相
近
づ
き
で
極
小
と
な
れ
ば
0
鮎
に
支
配
ru
る
ゝ

弧
の
長
ruも
次
第
に
減
少
し
.
極
限
に
至
れ
ば
零
と
在

る
.
次
に
若
し
逆
方
向
に
傾
-
A
､
B
.
二
鮎
間
に
於

け
る
露
頭
の
場
合
に
は
､
作
間
に
依
-
.
背
斜
軸
又
は

向
斜
軸
が
t
A
､
B
間
に
描
出
r
uれ
る
事
は
自
明
の
排

で
あ
る
｡

設
題

3
.
同

1
方
向
に
隣
接
せ
る
三
露
頭
に
於
る
傾
斜

の
蔑
み
を
典

へ
p
該
地
層
に
依
旦

ポ
さ
る
ゝ
曲
線
を

描
き

且
両
親
二
期
間
の
露
出
地
層
の
厚
ru
を
求
む
｡

但
し

､
三
瓢
の
蔑
み
は
'
累
進
的
に
角
度
の
噂
大
､

Fig4=
ノ
CaseI
ノヽ

;I.F
針

l▲T⊥

ノ

場
令
誓

向
斜
ノ
嫁

舟
ヲ
ボ
ス
｡

C

地
山
噺
耐
脚
の
裁
何
餅
的
作
樹
法

叉
は
減
少
あ
る
も
の
と
す
｡

ご

ま三
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ー1ヨー1
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l
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-II
ll
∃

J

郡
十
凹
怨

節
二
軟

¢

0

1
喜

五
四

品

卜

品

ト

ハ

州
警

ル
踊

係
;

リ

何
シ

テ
水

中
組
ノ

水
準

以
上

二

木
り

チ
刑

脚
ノ

紳

紫
除
去
サ

レ

シ
柿
琴

二

部

ヲ

完

成
ス

レ
バ

讐

讐

州
Ⅶ
ス
0

品

卜
警
畏

ナ

ー
ーJ
･tC
･

1
･
1
･
二

･_･･･1I
-

∴
･
･
∴

ナ
リ
〇

ⅠT⊥讐

テ
'
完

㌍

誓

ノ

充
禦

D
･

CB
ニ
糾

問
TE

氷
り
｡

A
t

FQ.

C､
ヲ
夫

々
節

1
'
警

i.
堕

二
地
鮎

ノ
傾
斜

ト

ス
｡

節
1
地
軸

ノ傾
斜
方
向

へ
下

セ
ル
流
線

ガ
節

二
地
軸

ノ
iit
ト
ノ

交
軌

ヲ
0
ト
ン
'
後
潜

ガ
節
三
ノ
i
J
ト
ノ
安
臥
ヲ
α
ト

ス
∪

地 か F CaEieID 0
ヲ
中
心
ト
シ
oA

長

粒
ト

シ
テ
盈

品

キ
蒜

oB
ト
ノ
骨
響

ト
ス
O

ニ

チハ
'
次

,t
b

h
小

心
-

シ
晋

讐

ス
ル
晶

品

キ
㌍

こ

於

テ

骨

セシ
ム｡

ILテ レ
ガ パ
林 ､
L,ADF
ル 及
曲 BE
ハ
iLJ
々
A
及
Fq
tL
於
テ
露
川

セ
ル

H
o
r
iz
o
n
ノ

跡

シ
テ
Ⅳ

ハ
A
･P
C
t
附
軌
間

ノ
鰐
川
地

脚
ノ

度
日
サ
ナ
-
O

撃

ア
α

ヲ
中
心
ト

セ
ル
班
ハ

紋
他
旺
fL

於
テ

切
取

ラ
ル
｡

即
D
義

視

ス
ル
警

慧

ズ
｡
餌
川
地
厨

ノ
惇

サ
ハ
oH
禁

讐

就
中
棚
起

ス
ル
ヲ
柑

べ
シ
｡

即
求

ム
ル
摩

サ
ハ.

A
H
=
D
K

ナ
リ
｡

前
述

の

二

側

に

於

で

は

､

典

憧

件

は
曲
線
が
背
斜
を
不

す
場
各
な
み
｡
著

し向
斜
の
場
合
に
は
次
の
如
-
な
る

べ
し
｡

(

柑
)

設
題

4.

同

一
方
向
は
相
隣
接
せ
る
三
露
頭
の

d
ip
の

爾
み
の
申
､
二
露
頭
の
夫
は
累
進
的
に
倍
を
減
じ
ー



第
三
の
み
増
大
す
る
場
合

(
叉
は
其
の
逆
)
該
地
暦

の
採
る
曲
線
を
描
6
Tut
両

鮎
露
頭
間
の
地
層
露
出
部

の
厚
-

求
聖
二

柑

)

前
設
脳
･1
同
様

こ
A
･
B
p
C
ヲ
夫
々
竺

'
堕

lf
望

遠

川
ノ

傾
斜
ト

ス
｡

妨

l
露
醐

二
於
テ
A
ヲ
兄
ト
ス

ル
沸
練
ガ
讐

一
筋
..;
ノ
火
卜
交

ル
批

ヲ
0
ト

ス
｡

同

様
.I
,
i:,肘
ニ
ト
第
三
ノ
架
桝
ヲ
α
ト

ス
｡

o

ヲ
申
心
-
シ

o
A
ヲ

宗

ト

シ
テ

ヂ

響

e
I
F]
こ
於
テ
票

ラ

地
即
断
巾
脚
の
茂
何
礎
的
作
図
法

easel
及
CaseII

於
テ

IiIこ

シ
ム
O

o

ヲ
中
心
卜

品
ヲ牛
讐

シ
品

晶

キ

S

I
-

警

ラ
シ
ム
｡

同
様

品
ヲ
蒜

-

シ

テ
讐

警

Ub
h

E

こ
於
テ

交
ハ
ラ

シ

ム
｡

仰
0
ヲ

中
心
ト

シ

讐

蒜

-
シ

テ
警

描

キ

AO
ト
G
亮

ラ
･1

-ふ
｡

E

朽

ヒ
t
,
h
中
心
-
シ
讐

牛
誓

シ
テ
-

･=

･:;
･･･
E
･
:
I
:

･･
･:

KC
ヲ
夫
々

0
･
α
ヲ
中
心
ト
シ

テ

抑
ク
｡

讐

バ
hS
,
堅

甲

芸

々
A

､
B
､
C
ノ

-
於
テ
-

ル
一
光

恰
位

ノ
地
府
ガ
示
ス

-;
抑
ナ
リ
O

巾
シ
テ

A
fJ
I
D
l{
=
F
C

ハ
A
､
C
､
二
眺
日羽

二
露
I=
セ
ル
地
厨

C ascIII/
- 厚
於 サ
ナ
リ
｡

ハ
cH

ヲ
拙

ケ
バ
o
ノ
外
紙
上

昌

ガ
非

ル
｡
河
シ
テ
轟
川

地

･3

ノ
牌
三

yC

ナ
ル
コ
ト
明
ナ
リ
｡

.Itill拡

荒
立



ヽヽ

霜
は
注
意
す

'.('
さ
は

鰐
十
灼
奄

讐

TgS

ニ
売

買

此
等
数
多

の
弧
群
は
相
切
す
る

関
係
は
あ
-
｡

耐
も
作
園
に
依
-
紳
た
る
曲
線
群
は
夫

々
単

二

平
滑
在
曲
線
を
不
す
乙
と
で
あ
る
｡

翻
又
.
以
上
の
三
の
場
合

を

通
じ
で
･
何
れ
も

･
背
斜
よ
か
向
斜
(
又
は
向
斜
よ
-
背
斜
)
へ
の
向
き

の
鍵
移
が
あ
る
0

設
題

5.
同

方

向
は
於
る
任
意
の
朋
露
頭
の
傾

斜
の
蕃
み
む
輿

へ
'
該
地
層
が
凍
る
曲
線
を
描

き
且
雨
期
地
都
岡
は
露
出
せ
る
地
層
の
犀
n
を

求
む
｡
(
響

構
成
法
は
前
記
設
題
3
､
4
と
阿
藤
で
あ
る
｡

但
し
､
此
鷹
で
は
第
二
､
第
三
地
瓢
に
於
で
作
間

せ
る
夫
々
の
垂
線
の
交
瓢
が
地
表
近
-
結
ぶ
場
合

の
厚
さ
の
測
定
法
を
紹
介
す
る
｡

A
､
丑
､
c
t
D
ヲ
夫
々

輿
(
ラ
レ
ク
ル
傾
斜
ト

ス
｡

頚
紬

晶

キ'
糾
鮮
瑚

ノ
傾
斜

晶

-

支
配

サ
ル
､
火

々
ノ

仙
埠

gS
,
脚
晶

ク
｡
図

-

如

ク
･
申
-

A

綜
研

ノ
-;
純
外

rL
ア
リ
C

p
ヨ
-
作
脚

長

リ
柑

タ
ル
誓

言

弘
,.
讐

ク

hM
ヲ
輝

″
｡

o
ヲ
小
心
ト
シ
聖

7
年

讐

シ
テ
響

抑
ク
｡



し
1
a:∫
-

/
I
&/-㌔-､t∫∫

が
へ
之
は
勿
論
或
隈
皮
ま
で
角

を
と
-
平
滑
に

n
れ
る
｡
断
面
図
は
於
で
夫
れ
が
如
何
な
る
程

度
は
平
滑
曲
線
化
r
uれ
る
か
は
縮
尺
の
帯
皮
如

何
に
依
る
｡

何
と
な
れ
ば
､
別
膳
が
僅
塵
に
及
び
､
こ
の

頂
角

(A
p

ical

a
n
g
le
)

が
鰐
川
す
る
は
至
-

且
縮
尺

を
横
大
す
れ
ば
頂

(A
pex)
敬
川
つ
で

他
の
傾
斜
が
記
銘
さ
れ
'

そ
れ
が
平
滑
を
曲
線

を
典

へ
る
｡

A
R
=
Lq
D
=
A
.
D

;
哲
男
=
掛

買
･t=
JLJ終

車

＼
和

也
･

警

㌘

品

警

芳

恩

ナ
ル
芸

ノ
こ
恰

耽

ノ
夫

々

ノ
家
靴
'

例
へ
バ
S
t
で

ヲ
作
ル
O

河

シ
テ
A
W
=
M
S,
A
X
I
E
T
ナ
ル
様
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セ
ヨ
｡

｡
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･

中
心
-
シ
芸

品

,
腎

Ⅳ
･
響

作
り
夫

々

U
及

Ⅴ
ニ
於
テ
交
ハ
ラ
シ
ム｡

f

bh中心-
シ
;

墓
相ト
シ
テ
MN
品

キ
普

ノ
骨
即

晶ト
ス

M

レ
バ
5
'*
誉

ル
-=
讐

リ
｡

鼓
に
念
頭
は
際
-
べ
d
J
は
t
N
鮎
に
於
で
角
度
が
あ
る

地
駅
陳
:-3
岡
の
鵜
何
蝉
的
作
剛
比

S

m⊥

纂

晶

″
講

及

肌

ハ

誉
S章

晶

″
ニ
漂

ノ
｡｡
組

ヲ
ホ

ス

｡

然

ら

ば
､
0
t

U､
N
､
Ⅴ
の
糊
鮎
は
如
何
在
る
曲

線
上
に
準

Jl
や
?

之
は
後
述
す
る
が
､
此
塵
で
は
唯
を

三

宅

五
七



蛸

峡

餌
十
四
番

妨
こ
助

れ
が

一
個
の
圃
錬
曲
視

(
C
o
n
ic
)
な
る
革
を
述
べ
る
ほ

止
め
る
｡

以
上

は
同

一
方
向
は
在
る

一
群
の
傾
斜
の
場
合
に
限

り
取
扱
っ
た
が
､
登
-
同
様
を
構
成
方
法
で
､
正
反
封

叉
は

一
致
せ
る
傾
斜
の
場
合
も
解
決
rb
れ
る
｡

完
全
在
る
背
斜
暦
又
は
向
斜
暦
･
或
は
両
者
の
蓮
沼

が
そ
の
拙
共
で
あ
る
0

3
で
次
は
可
能
在
る
場
各
を
考

へ
､
現
賓
に
閲
を
構

成

し
､
そ
れ
は
就
て
考
察
す
る
0

設
題

6
.
任
意
の
数
だ
け
露
頭
傾
斜
計
典

へ
･
成
典

へ

ら
れ
た
る
暦
倖
地
層
及
び
其
の
上
叉
は
下
へ
単
位
の

厚
差

隔
富

暦
鑑

暦
の
示
す
曲
線
芸

b
(柑
)

傾
斜
ガ
A
､
B
､
C･
D
,
Fで

甘
,
伝
,
H
,
Ⅰ
ノ
静
鮒
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於

チ

詣

少
レ
-

ト

ス｡
順
次
晶

触
ヲ
警

各
々
0
､
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α
,

a

a
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α
'
α
､
ぴ
t
H
於
テ
夫
々
交
ハ
ラ
シ
ム
｡

｡
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中
心
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是
讐

シ
テ
ヂ

挑
キ
､
ソ
レ
品

孟

晶

テ
切
ル
-
ス
｡
a
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中
心
こ
讐

蒜

ト
シ
テ肌

品

ク
｡
ソ

レ
ガ

讐

1
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切
ル
ト
ス
｡
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様
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シ
品
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拭
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聖
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､
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､
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バ
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K
L
M
N
P
Q
R
S
ナ
ル
州
税
ハ
仲
淡
ノ
モ
ノ
ナ
リ
Q

㌻

誉

ノ

蒜

-
ン
A
等

エ
ア

ル
豊

取
離
品

ツ
ル
地
鮎
-

ス｡讐
約
-

リ
畏

ノ
讐

ヲ
以
チ
警

-
″
O

i一

l

..-

1
,

聖

N
,
宗

ヨ
-
3､
S
.
誓
｡
誉

同
株
｡
シ
テ
笠

ノ
犀
サ
ブ

収
ルU

サ
テ
炎
々

J
中
心

0
､
8
･
ぴ

ヨ
リ
悶
単
位
J
厚
サ
イ
距
離
こ
於
テ

曲
線

A
K
I
M
N
P
Q
R
S
ヲ

構
成
ス
ル
弧
郎
ヨ
リ
夫
々
ノ
弧
ヲ
切

c1

-1

-i

警

C
撃

高

警

シ
テ
L
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雪

宅

ノ
思

こ
於
テ
蒜

横
､

A
,
A
､

心
緒
鮎
以
下
苧
一敗
フ
｡
(

聖

R
)

地
理
教
材
と
し
て
の
地
形
園

五
ー
富

士

五

湖

参
照
地
図

左
前
分
一
地
形
図

谷
村
.
山
中
湖
'

甲
府

､
富

士

山

(
或

は
五

嵩
分

.i
山
添

固
'
富
士
山
近
傍
)

二
十
嵩
分

一
地
栗
岡

甲
府
､
富
士
山

富
士
の
北
側
を
弧
状
に
収
-
囲
ん
だ
御
坂
山
脈
､
道

志
山
脈
に
富
士
の
裾
野
が
衝

qJ常
つ
カ
所
は

一
聯
の
凹

所
が
あ
っ
ヱ

地
に
山
中
p
河
口
､
酉
'
精
進
.
本
柄
の

地
捌
教
材
と
し
て
の
地
形
脚

地

(節
二
時

)

方

五
湖
が
明
鏡
を
湛
え
.
所
謂
富
士
五
潮
地
方
の
仙
境
が

あ
る
｡
此
の
地
方
は
東
海
道
か
ら

は
富
士
の
裏

に
隠
れ

中
央
線
か
ら

は
御
坂
山
脈
に
遮
ら
れ
て
文
化
の
主
流
か

ら
取

･e
t磯
r
uれ
溌
形
で
あ
る
が
p
産
出
州
節

に
在
る
と

背
嚢

を
負
っ
た
都
人
士
が
臆
を
接
し
て
訪
れ
'
湖
上
に

は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
爆
音
勇
ま
し
-
待
促
し
て
異
常

の
脈
は
以
を
鼻

す
る
｡
み

前
掲

の
地
形
園
に
ょ
っ
て
此

一天

ー

五
九


